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第６章　基礎的な原理・法則 [3] 氏名 正解　　　/ ５

■仕事とエネルギ（基礎工学P76・77）
【１】自動車が 90km/h の一定速度で走行しているときの駆動力が 800N だった。このときの出力は何 kW か。

[H31.3]

式　 答

kW

【２】自動車が 72km/h の一定速度で走行しているときの駆動力が 500N だった。このときの出力は何 kW か。
[R2.10]

式　 答

kW

【３】自動車が 54km/h の一定速度で走行しているときの駆動力が 300N だった。このときの出力は何 kW か。
[R4.3]

式　 答

kW

【４】自動車が 36km/h の一定速度で走行しているときの駆動力が 650N だった。このときの出力は何 kW か。
[R5.10]

式　 答

kW

■圧力①（基礎工学　旧P83～ 85　P77 ～ 79）
【５】図に示す油圧式ブレーキの油圧回路におい

て，マスタ・シリンダの内径Ａが 10mm，ホ

イール・シリンダの内径Ｂが 35mm の場合，

ブレーキ・ペダルを矢印の方向に 70N の力

（F1）で押したとき，ホイール・シリンダの

ピストンにかかる力（F2）は何 N か。[R6.3]

マスタ・シリンダ

ホイール・シリンダ

Ｆ１

ピストン

（ブレーキ・ペダル）

Ａ

Ｆ２Ｆ２ 支点

３8cm

ピストン

Ｂ
７cm

式　 答

N
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■バルブ・タイミング②（教科書外）
【１】着火順序１－５－３－６－２－４の４サイクル直列６シリンダ・エンジンの第２シリンダが吸入行程

下死点にあり，この位置からクランクシャフトを回転方向に 540°回転させたとき，圧縮行程上死点に

あるのは第（　）シリンダである。その状態から第１シリンダのバルブをオーバラップの上死点状態に

するためには，クランクシャフトを回転方向に（　）°回転させる必要がある。[H30.10]

第　　　シリンダ °

【２】着火順序１－５－３－６－２－４の４サイクル直列６シリンダ・エンジンの第６シリンダが吸入行程
下死点にあり，この位置からクランクシャフトを回転方向に 420°回転させたとき，圧縮行程上死点に

あるのは第（　）シリンダである。その状態から第１シリンダのバルブをオーバラップの上死点状態に

するためには，クランクシャフトを回転方向に（　）°回転させる必要がある。[H31.3]

第　　　シリンダ °

【３】着火順序１－５－３－６－２－４の４サイクル直列６シリンダ・エンジンの第２シリンダが吸入行程
の下死点にあり，この位置からクランクシャフトを回転方向に 540°回転させたとき，圧縮行程上死点

にあるのは第（　）シリンダである。その状態から第３シリンダのバルブをオーバラップの上死点状態

にするためには，クランクシャフトを回転方向に（　）°回転させる必要がある。[R2.10]

第　　　シリンダ °

【４】着火順序１－５－３－６－２－４の４サイクル直列６シリンダ・エンジンの第４シリンダが燃焼行程
下死点にあり，この位置からクランクシャフトを回転方向に 420°回転させたとき，オーバラッブの上

死点にあるのは第（　）シリンダである。その状態から第３シリンダのバルブを圧縮行程上死点状態に

するためには，クランクシャフトを回転方向に（　）°回転させる必要がある。[R4.3]

第　　　シリンダ °

【５】着火順序１－５－３－６－２－４の４サイクル直列６シリンダ・エンジンの第３シリンダがオーバラッ
プの上死点にあり，この位置からクランクシャフトを回転方向に 600°回転させたとき，圧縮行程上死

点にあるのは第（　）シリンダである。その状態から第６シリンダのバルブを吸入行程の下死点状態に

するためには，クランクシャフトを回転方向に（　）°回転させる必要がある。[R1.10]

第　　　シリンダ °

【６】着火順序１－５－３－６－２－４の４サイクル直列６シリンダ・エンジンの第５シリンダが圧縮行程
上死点にあり，この位置からクランクシャフトを回転方向に 300 ゜回転させたとき，燃焼行程下死点に

あるのは第（　）シリンダである。その状態から第６シリンダのバルブを排気行程上死点状態にするた

めにはクランクシャフトを回転方向に（　）°回転させる必要がある。[R6.3]

第　　　シリンダ °
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■性能（２級ジーゼルP9～ 11）
【１】ジーゼル・エンジンの性能などに用いられている用語に関する記述として，適切なものには○を，不

適切なものには×を記入しなさい。

１ ．図示熱効率とは，エンジンにより動力に変えられた熱量と，エンジンに与えられた燃料の総熱量との

割合である。[R3.10/R2.3/H30.10]
２ ．図示熱効率とは，シリンダ内の作動ガスがピストンに与えた仕事を熱量に換算したものと，供給した

熱量との割合をいう。[R6.3/R5.3/R4.10/R3.3/R1.10]
３ ．正味熱効率とは，シリンダ内で作動ガスがピストンに与えた仕事を熱量に換算したものと，供給した

熱量との割合である。[R3.10/R2.3/H30.10]
４ ．図示熱効率とは，シリンダ内の作動ガスがピストンに与えた仕事を熱量に換算したものと，供給した

熱量との割合であり，理論熱効率よりその値は低い。[R5.10]
５ ．正味仕事率とは，エンジンのクランクシャフトから実際に得られる動力をいう。

[R6.3/R5.3/R4.10/R3.3/R1.10]
６ ．空気過剰率とは，実際に吸入した空気の質量と，噴射された燃料を完全燃焼させる理論空気質量と

の割合である。[R5.3/R3.10/R3.3/R2.3/R1.10/H30.10]
７ ．ジーゼル・エンジンの空気過剰率は，低速で負荷が小さく噴射量が少ないときは1.2～1.4程度で，

負荷が大きく最大噴射量に達したときは2.5以上である。[R6.3/R4.10]
８ ．ジーゼル・エンジンの空気過剰率は，全負荷（最大噴射量）時において1.2～1.4程度で，負荷が小

さい（噴射量が少ない）ときは2.5以上である。[R5.10]
９ ．グロス軸出力とは，エンジンの運転に必要な付属装置だけを装着してエンジン試験台で測定した軸出

力である。[R6.3/R4.10]
10 ．ネット軸出力とは，エンジンの運転に必要な付属装置だけを装着してエンジン試験台で測定した軸出

力である。[R5.3/R3.10/R3.3/R2.3/R1.10/H30.10]
11 ．体積効率と充填

てん

効率は，平地ではほとんど同じであるが，高山

などの気圧の低い場所では差を生じる。[R5.10]
12 ．機械損失は，ピストンなどの摩擦損失やウォータ・ポンプなど

の補機駆動の損失からなっており，冷却水の温度の影響は受けな

い。[R5.10]
【２】図に示す指圧線図を参考に，図示平均有効圧力に関する次の文章の（　）に当てはまる語句を記入し

なさい。

S1

S2

L

力
圧

（Ｐ）
　

容積（Ｖ）

指圧線図

１ ．図示平均有効圧力を求めるには，指圧線図をもと

に図中の面積（S1）及び（S2）を測定し，（イ）から（ロ）

を（ハ）ものをシリンダの行程容積を表す指圧線図

上のストローク (L)で（ニ）求める。

[R4.3/R2.10/H31.3]

１
イ： ロ：

ハ： ニ：

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12
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ジーゼル / No．15■■ ２級ジーゼル

第１章　総論 [4] 氏名 正解　　　/ ８

■燃焼過程（２級ジーゼルP12）
【１】図はジーゼル・エンジンの燃焼状態を示したものである。燃焼状態に関する記述として，適切なもの

には○を，不適切なものには×を記入しなさい。

圧縮
噴
射
始
め

噴
射
終
わ
り

上死点
クランク角度

シ
リ
ン
ダ
内
圧
力

（ＭＰａ）
6

4

2

0
－100° 100°－50° 50°０°

Ａ
Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

１ ．図のAからBの間が火炎伝播期間で，シリンダ内の混合気が着火温度に近付きつつある期間である。

[追加 ]
２ ．図のＡからＢの間が直接燃焼期間で，シリンダ内の混合気が着火温度に近付きつつある期間である。

[R4.3]
３ ．図のAからBの間での噴射量が規定より多くなった場合にジーゼル・ノックは発生しやすい。[追加 ]
４ ．図のBからCの間が直接燃焼期間で，このときの圧力上昇は，AからBの間に噴射された燃料の量，

霧化状態などに関係する。[追加 ]
５ ．図のＢからＣの間が着火遅れ期間で，このときの圧力上昇は，ＡからＢの間に噴射された燃料の量，

霧化状態などに関係する。[R4.3]
６ ．図のCからDの間が着火遅れ期間で，Cを過ぎても燃料は噴射されているが，BからCの間で生じた

火炎のため燃焼が行われる。[追加 ]
７ ．図のＣからＤの間が火炎伝播期間で，Ｃを過ぎても燃料は噴射されているが，ＢからＣの間で生じ

た火炎のため燃焼が行われる。[R4.3]
８ ．図のDからEの間までが後期燃焼期間で，Dで燃料の噴射は終わり，燃焼ガスは膨張するが，それま

でに完全に燃焼しきれなかった燃料は，膨張の期間中に燃焼する。[R4.3]

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
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ジーゼル / No．75■■ ２級シャシ

第 10 章　潤滑及び潤滑剤／第 11 章　保安基準適合性確保の点検 氏名 正解　　　/ ８

■潤滑剤（２級シャシP223 ～ 226）
【１】潤滑剤に関する記述として，適切なものには○を，不適切なものには×を記入しなさい。

１ ．ギヤ・オイルは，油性の小さいものを使用して金属に対しての吸着性を形成させ，かつ，できるだ

け粘度の高いものを使用して，摩擦を減らすことが重要である。[H30.10]
２ ．ギヤ・オイルは，油性の小さいものを使用して強い油膜を形成させ，かつ，できるだけ粘度の高い

ものを使用して，摩擦を減らすことが重要である。[R6.3/R4.10/R3.3]
３ ．グリースは，高温になるに従い軟化するので，高温箇所では比較的ちょう度の数値が大きい機械的

安定性の高いものが必要である。[R6.3/R4.10/R3.3/R1.10/H30.10]
４ ． ATFの性状には，トルク・コンバータ内では空気が混入して泡が立ちやすいため優れた消泡性が必要

である。[R1.10]
５ ． PSFの性状で低温流動性の良否は，ステアリング・ホイールの操作性に大きく影響するだけでなく，

オイル・ポンプの吸入によるキャビテーション音の発生にも影響する。

[R6.3/R4.10/R3.3/R1.10/H30.10]
６ ．ビスカス・カップリングに用いられるジメチル・シリコン・オイルには，大きいトルクを伝達する

ためにオイル粘度が高いことが要求される。[R1.10]
７ ．ビスカス・カップリングに用いられるジメチル・シリコン・オイルは，他のオイルと比較して温度

変化による粘度変化が大きいため，オイル粘度が高いことが要求される。[R6.3/R4.10/R3.3/H30.10]

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

■ワイヤハーネス及びコネクタの点検（２級シャシP241）
【２】図に示す抵抗測定を行ったセンサ回路における、ワイヤ・ハーネスの故障診断に関する次の文章の（　）

に当てはまるものを以下から選び，記号を記入しなさい。

　「ＡとＢ間の抵抗値が０Ω」,「Ｂとアース間

の抵抗値が∞Ω」,「ＡとＣ間の抵抗値が０Ω」,
「ＣとＤ間の抵抗値が０Ω」,「Ｄとアース間の

抵抗値が∞Ω」の場合の診断結果としては，（　）

が考えられる。なお，ECU のコネクタとセン

サのコネクタは外しているものとする。[R6.3]

Ａ．各ワイヤ・ハーネスに不具合がないこと

Ｂ．ワイヤ・ハーネス１とボデー・アース間の短絡

Ｃ．ワイヤ・ハーネス２とボデー・アース間の短絡

Ｄ．ワイヤ・ハーネス１とワイヤ・ハーネス２間の短絡

１

センサ

ワイヤ・ハーネス１

Ａ Ｂ

ＤＣ
ワイヤ・ハーネス２

ECU

信号端子

アース端子

Ω

Ω
Ω

Ω

Ω
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ジーゼル / No．76■■ 法令

道路運送車両法［１］ 氏名 正解　　　/12

■ 自動車の種別（法令教本P19～ 21）
【１】「道路運送車両法」及び「道路運送車両法施行規則」に照らし，自動車の種別に関する次の文章の（　）

に当てはまる適切な語句を記入しなさい。

１ ．長さ4.69m，幅1.69m，高さ1.99mで原動機の総排気量が2.48Ｌのジーゼル車の該当する自動車の種

別は（　）自動車である。[R6.3/R4.10]

１ 自動車

■ 移転登録（法令教本P32）
【２】「道路運送車両法」に照らし，次の文章の（　）に当てはまる適切な語句を記入しなさい。

１ ．新規登録を受けた自動車について所有者の変更があったときは，新所有者は，その事由があった日

から（イ）日以内に，国土交通大臣の行う（ロ）の申請をしなければならない。

[R6.3/R4.10/R3.3/R1.10]

１ イ：　　　　　　　日以内 ロ：

■ 使用者の点検及び整備の義務（法令教本P40・41）
【３】「道路運送車両法」に照らし，点検及び整備の義務に関する次の文章の（　）に当てはまる適切な語

句を記入しなさい。

１ ．自動車の（イ）は，自動車の点検をし，及び必要に応じて（ロ）をすることにより，当該自動車を（ハ）

に適合するように維持しなければならない。[R2.3/H30.10]

１ イ： ロ： ハ：

■ 点検整備記録簿（法令教本P68～ 70）
【４】｢ 道路運送車両法 ｣ 及び ｢ 自動車点検基準 ｣ に照らし，次の文章の（　）に当てはまる適切な語句を

記入しなさい。

１ ．乗車定員11人の自家用自動車の場合，点検整備記録簿の保存期間は（　）である。[R5.10/R4.3]

１

■ 特定整備の定義（法令教本P71～ 73）
【５】「道路運送車両法」及び「道路運送車両法施行規則」に照らし，四輪自動車の特定整備に該当するも

のには○を，該当しないものには×を記入しなさい。

１ ．プロペラ・シャフトまたはディファレンシャルを取り外して行う自動車の整備または改造。[追加 ]
２ ．緩衝装置のコイルばねを取り外して行う自動車の整備。[追加 ]
３ ．電気装置のスタータを取り外して行う自動車の整備。[追加 ]
４ ．制動装置のブレーキ・パイプを取り外して行う自動車の整備。[追加 ]
５ ．ショック・アブソーバを取り外して行う自動車の整備は，特定整備に該当する。[H30.10改 ]

１ ２ ３ ４ ５
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ジーゼル / No．77■■ 法令

道路運送車両法［２］ 氏名 正解　　　/12

■ 予備検査（法令教本P91）
【１】「道路運送車両法」に照らし，自動車予備検査証に関する次の文章の（　）に当てはまる適切な語句

を記入しなさい。

１ ．自動車予備検査証の有効期間は，（　）とする。[R2.10]

■ 自動車特定整備事業（法令教本P103 ～ 107）
【２】「道路運送車両法」及び「道路運送車両法施行規則」に照らし，自動車特定整備事業に関する記述として，

適切なものには○を，不適切なものには×を記入しなさい。

１ ．小型自動車特定整備事業では，幅1.8m，最高速度が100km/hの四輪自動車の分解整備を行うことは

できない。[H30.10改 ]
２ ．小型自動車特定整備事業では，長さ4.99m，幅1.69m，高さ1.99m，最高速度が

100km/hの四輪自動車の特定整備を行うことができる。[R2.3改 ]

【３】「道路運送車両法施行規則」に照らし，次の文章の（イ）と（ロ）に当てはまる適切な語句を記入しなさい。

　分解整備を行う事業場であって，従事する従業員（整備主任者を含む。）の数が（イ）人の自動車特

定整備事業の認証を受けた事業場には，一級，二級又は三級の自動車整備士の技能検定に合格した者が

（ロ）人以上であること。[R6.3/R5.3改 ]

１ イ：　　　　人 ２ ロ：　　　　人

■ 特定整備事業者の義務（法令教本P116）
【4】「道路運送車両法」に照らし，自動車特定整備事業者の義務に関する次の文章の（　）に当てはまる適

切な語句を記入しなさい。
１ ．自動車特定整備事業者は，特定整備を行う場合においては，当該自動車の特定整備に係る部分が（　）

に適合するようにしなければならない。[R2.3改 /H31.3]

１

■ 特定整備記録簿（法令教本P117）
【5】「道路運送車両法」及び「道路運送車両法施行規則」に照らし，自動車特定整備事業者が特定整備を行っ

た場合の，特定整備記録簿に関する記述として，適切なものには○を，不適切なものには×を記入しな

さい。

１ ．特定整備記録簿には，登録自動車にあっては車台番号を記載しなければならない。[R1.10改 ]
２ ．特定整備記録簿には，特定整備の概要を記載しなければならない。[R1.10改 ]
３ ．特定整備記録簿には，特定整備を開始した年月日を記載しなければならない。[R2.3改 /H30.10改 ]
４ ．特定整備記録簿には，特定整備を完了した年月日を記載しなければならない。[R1.10改 ]
５ ．特定整備記録簿には，依頼者の氏名又は名称及び住所を記載しなければならない。[R1.10改 ]
６ ．特定整備記録簿は，その記載の日から１年間保存しなければならない。[R2.3改 /H30.10改 ]

１

１ ２ ３ ４ ５ ６

１ ２
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ジーゼル / No．78■■ 法令

道路運送車両の保安基準［１］ 氏名 正解　　　/ ９

■ 安定性（法令教本P146 ～ 148）
【１】「道路運送車両の保安基準」及び「道路運送車両の保安基準の細目を定める告示」に照らし，安定性

に関する次の文章の（　）に当てはまる適切な語句を記入しなさい。

１ ．空車状態及び積車状態における（イ）にかかる荷重の総和が，それぞれ車両重量及び車両総重量の（ロ）

以上であること。[R5.3/R3.10/R2.10改 ]
２ ．空車状態において，自動車（二輪自動車及び被牽引自動車を除く。）を左側及び右側に，それぞれ

（　）°まで傾けた場合に転覆しないこと。ただし，側車付二輪自動車，車両総重量が車両重量の1.2倍

以下の自動車又は積車状態における車両の重心の高さが空車状態における車両の重心の高さ以下の自

動車は除く。[R2.3/H30.10]

１ イ： ロ：　　　　　　　　　％

２ °

■ 最小回転半径（法令教本P148・149）
【２】「道路運送車両の保安基準」に照らし，次の文章の（　）に当てはまる適切な語句を記入しなさい。

１ ．自動車の最小回転半径は，最外側のわだちについて（　）以下でなければならない。[R5.10/R4.3]

１ ｍ

■ 燃料装置（法令教本P163・164）
【３】「道路運送車両の保安基準」及び「道路運送車両の保安基準の細目を定める告示」に照らし，次の文

章の（　）に当てはまる適切な語句を記入しなさい。

１ ．燃料タンクの注入口及びガス抜口は，露出した電気端子及び電気開閉器から（　）以上離れていること。

[R3.10]

１ mm

■ 突入防止装置（法令教本P176）
【４ 】「道路運送車両の保安基準」及び「道路運送車両の保安基準の細目を定める告示」に照らし，貨物の

運送の用に供する自動車であって車両総重量が 3.5t を超えるものに備える突入防止装置の基準に関す

る記述として，，適切なものには○を，不適切なものには×を記入しなさい。

１ ．振動，衝撃等によりゆるみ等を生じないように確実に取り付けられていること。[R5.10]
２ ．積車状態において，その下縁の高さが地上550mm以下となるように取り付けられていること。[R5.10]
３ ．その平面部の最外縁が後軸の車輪の最外側の内側100mmまでの間にあるよう取り付けられているこ

と。[R5.10]
４ ．その平面部が車両中心面に直交する鉛直面上で車両中心面に対して対称の位置に取り付けられてい

ること。[R5.10]

１ ２ ３ ４




